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一次史料における時間的コンテキストを含む
社会関係記述モデルの提案と実践

小川 潤1,a) 永崎 研宣2 大向 一輝1
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概要：歴史研究における知識グラフの活用は史資料のメタ情報記述を中心として徐々に進みつつある．し
かし，一次史料の記述内容そのものを知識グラフとして記述する事例は限定的で，歴史研究における史料
解釈の段階にまで活用できる構造化データはほとんど見出されない．本研究は，このような史料内容の記
述を行うためのデータモデルの検討，およびデータ作成に取り組んだ．題材としたのはカエサル著『ガリ
ア戦記』『内乱記』である．この史料は，カエサルによるガリア戦争および内乱の過程を記述したものであ
るが，多くの曖昧性を含んでいる．とくに時間情報については月単位，あるいは年単位で曖昧な場合が多
く，従来のモデルにおける絶対的時間情報を用いた記述では対応しきれない．それゆえ本研究は，出来事
の時系列に基づく相対的時間情報を導入するとともに，特定の時間的コンテキストにおける人物や事物を
表現するための EntityInContextという概念を定義することで，時間的曖昧性を含む史料構造化のための
手法を提案した．
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Abstract: In the context of historical studies, the use of knowledge graph has recently progressed mainly for
describing metadata of primary and secondary sources. The attempt for describing primary-source contents
itself, however, is so limited that we could seldom find well-structured dataset which is contributive enough
in the process of source interpretation. We, in this article, after careful consideration on how to deal with
the complexity of primary sources, suppose the new ontology following which we construct the dataset in
practice. The sources we take in this article are Caesar’s Gallic War and Civil War, the problematic sources
as they have high degree of ambiguity. In particular, the time information given by the texts is so ambigu-
ous that we could only know approximate season or year for most of the events mentioned. In this case,
traditional methods based on the “absolute” date information are no longer valid. Therefore, we suppose a
new method for describing the “relative” time information by introducing a new concept “EntityInContext”
which, based on the chronological description of events, represents a person or a thing in a certain temporal
context.
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1. はじめに

デジタル・ヒストリー分野における知識グラフ，あるい

はResource Description Framework（RDF）の活用は各所

で進んでおり，史料や書誌のメタデータ記述はもちろん，
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史料中に現れる種々の人名・地名といった歴史データにま

つわるメタ情報記述にも利用されている．こうした試み

は，メタ情報に基づく史料の検索可能性を高め，研究環境

の整備に貢献するものであるといえるだろう．

他方，一次史料，とくに叙述史料の記述内容そのものを

知識グラフとして表現しようとする試みはいまだ十分に進

んでいない．記述内容とは，史料中で言及される行為主体

間の関係や時間的コンテキスト，因果関係といった，意味

連関を有する内容のことを指すが，実際の史料におけるこ

れら意味連関の記述は千差万別であるうえに，読解者の解

釈による部分も大きいため，メタ情報に比して記述が困難

である [1]．

しかし今後，デジタル・ヒストリーが大規模なデータ整

備と共有，そしてそれに基づく分析手法構築を志向するな

かで，従来のようなメタ情報に加えて，史料記述内容その

もののデータ化，およびそれを用いた歴史分析の実践を視

野に入れる必要が生じてくるだろう．これはすなわち，既

存のデータベースなど，主に歴史解釈の材料を提供するた

めに構築されたデータに加えて，一次史料の内容を表現し，

データ解析に基づく推論などの手法を介して歴史解釈過程

そのものに貢献しうるデータを構築していくということで

ある．こうした，史料内容の解釈に活用しうるデータを記

述する手段としては，知識グラフによる構造化が有効であ

ると思われる．

こうした試みの一環として，本研究では，カエサルの代

表的著作であり古代史研究における一級史料でもある『ガ

リア戦記』および『内乱記』の知識グラフ化を試みた．デー

タ記述に際しては原典であるラテン語テクスト [2], [3]と

ともに日本語の全訳 [4], [5]も参照した．この全訳は西洋

古典分野では一次史料に対して忠実になされた翻訳として

参照されている．記述対象としたのは主に人物や共同体が

有した社会関係に関わる言及である．こうした，史料記述

から明らかになる行為主体間の社会関係や交流に着目し，

その構造的特徴から社会構造を分析する社会ネットワーク

分析の手法は，歴史研究においても積極的に導入されてい

る [6], [7]．それゆえ，社会関係に関わる史料の内容情報を

知識データとして記述できれば，社会ネットワークを軸と

した歴史解釈を大規模データの探索・解析に基づいて行う

ことが可能となり，歴史研究の実践に貢献することになる．

歴史史料を対象とするデータ構築に際しては，関係自体

をいかに記述するかという点はもちろん，それらの関係の

特徴や変化をどのように時間的コンテキストの中に位置付

けるかが大きな問題となる．

本稿で扱う 2 つの著作は出来事の時系列に沿った叙述

形式をとっているが，個々の出来事について必ずしも精確

な時間情報が与えられているわけではなく，「冬」「夏」と

いった漠然とした時期に関する言及のみがなされる場合も

ある．また，「命令」や「対話」といった一回的な接触に関

しては，時間情報が明示されることはほとんどない．それ

ゆえ，こうした記述を多く含む両著作を歴史研究に活用可

能な知識グラフとして表現しようとするならば，時間情報

が曖昧，あるいは不明な場合にも時間的コンテキストを十

分に表現できる記述モデルを採用する必要がある．

以上をふまえ，本稿は以下の章から構成される．まず 2

章では，知識グラフを用いた歴史データの構築・分析に関

わる関連研究を概観し，3章では既存研究のうちでもとく

に重要な Factoid Prosopography Ontology（FPO）のモデ

ルを検討する．4章において，史料中に言及される行為主

体間の関係とその時間的コンテキストを記述可能な構造化

モデルを検討したうえで，5章では，実際の史料において

言及される社会関係を知識グラフとして記述する過程を述

べる．そして 6章で，構築したデータの検索性や分析への

応用可能性を示したうえで，7章において本研究の意義お

よび課題を総括する．

2. 関連研究

歴史研究における知識グラフ活用の事例としてよく取り

上げられるのが，歴史上の特定の時代・地域における書簡

などのやりとりを通じた社会ネットワークについてのデー

タ構築および分析である．社会ネットワークを扱うこうし

た研究は，グラフ構造で知識を記述する知識グラフの特性

を最も有効に活用できる分野であるといえる．

17世紀オランダにおける知識人階級が有した書簡ネッ

トワークを扱う CKCC [8]は，書簡テクストに対するテキ

ストマイニングを用いて知識人同士の関係を抽出し，それ

を知識グラフとして記述している．また類似の試みとして

は，16–18世紀のヨーロッパにおける知識人の書簡ネット

ワークを扱う Networking Archivesや*1，中世の証書デー

タベースである Regesta Imperiiに収録された証書群から，

自然言語処理に基づく構文解析によって人的ネットワー

クを抽出し知識グラフ化を試みた研究 [9]などがあげられ

よう．

これらはいずれも，比較的形式の定まった書簡形式の史

料を対象とする研究であり，関係抽出のために自然言語処

理技術を用いている点で興味深いが，その正確性や精密性

においてなお課題を残している．

このような，書簡史料を対象とした研究のほかにも，様々

な類型に属する史資料を対象としたデータ構築の試みがな

されている．たとえば，博物館や美術館の所蔵品を歴史的

な出来事と関連付けて記述することを企図した Agora [10]

は，イベント記述のためのオントロジである Simple Event

Model（SEM）[11]を用いてデータ構築を行った．ほかに，

戸口調査簿や財務会計史料といった特定の史料類型に特化

したモデルを提案し，データ構築を進める研究 [12], [13]も

*1 https://gtr.ukri.org/projects?ref=AH%2FR014817%2F1
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存在する．これらの研究においては，史料の記述内容その

ものに踏み込んだ記述もある程度なされている一方で，叙

述史料のような特定の形式を持たない史料への応用に際し

ては課題が残る．

次に，史料類型ではなく歴史研究の手法論に基づくモデ

ル提案とデータ構築の事例として，人物に注目し，その経

歴を記述するバイオグラフィ・プロソポグラフィを取り上

げる．

まず近世・近代ヨーロッパを対象とした研究としては，

英国教会の聖職者を対象とした CCEdや*2，16–18世紀ド

イツにおける学者層のキャリアを対象とする Professorial

Career Patterns（PCP）[14]がある．このうち PCPは，独

自のオントロジを定義してデータ構築を行っている．中世

については，ビザンツ世界やイングランド，スコットラン

ド，フランク王国などを対象とする多くのプロジェクトが存

在し，古代についても，Standard for Networking Ancient

Prosopography（SNAP）のようなデータモデル [15]，歴史

学におけるプロソポグラフィ研究の成果を，知識グラフを

用いて構造化データとして提供するDigital Prosopography

of the Roman Republic（DPRR）といったプロジェクト

が見出される*3．

ヨーロッパ以外にも，中国史の分野における China Bi-

ographical Database（CBDB）など大規模なプロジェクト

が存在し*4，注目に値する．

このような研究の多くは独自の方針やモデルを採用して

いるため，その全容を把握し，相互に比較することは困難

である．

一方で，プロソポグラフィ記述に広く適用可能なデータ

モデルとして，Factoid Prosopography Ontology（FPO）

がある*5．このモデルは，上述の西洋中世を対象とする諸

プロジェクトで採用されるとともに，古代を対象とする

DPRRにおいても参考にされている．また，一次史料に基

づくデータ記述を前提として設計され，必ずしもプロソポ

グラフィ研究の枠にとどまらない史料内容記述への応用可

能性を有する点で，本研究の土台ともなる重要なモデルで

ある．それゆえこの FPOについては，章を改めてより詳

しく説明する．

3. Factoid Prosopography Ontology

（FPO）

FPOは，1990年代半ばに King’s College Londonのプ

ロジェクトとして発足し，現在ではフランク王国や中世イ

ングランド，東方ビザンツ帝国史など様々な分野において

広く採用されている RDFに基づくプロソポグラフィ記述

*2 https://theclergydatabase.org.uk/
*3 https://romanrepublic.ac.uk/
*4 https://projects.iq.harvard.edu/cbdb/home
*5 https://www.kcl.ac.uk/factoid-prosopography/ontology

図 1 Factoid モデルにおける Reference 記述

Fig. 1 Description of Reference in FPO.

モデルである [16]．

このモデルの中心概念である Factoidは，一次史料中で

の人物や組織に関わる何らかの言及を表す．言及の中には

地位，身分といった属性的情報とともに，複数の人物や組

織の関係が含まれることがある．RDFではこうした関係

をプロパティによって記述することが多いが，FPOでは，

史料中での関係への言及そのものを Factoidのインスタン

ス，すなわちリソースとして扱う．そして，このリソース

と，言及の対象である個々の人物や組織を表すリソースを

関連づけるために Referenceというクラス概念を導入し，

Referenceのインスタンスを通じて相互に連結する．

図 1 では，史料における何らかの関係への言

及を表す fpo:Factoid がリソースとして記述され，

fpo:hasReference によって，fpo:Reference のサブク

ラスである fpo:PersonReferenceを参照している．そし

て fpo:PersonReferenceは，普遍的な概念としての人物

を表す fpo:Personのインスタンスに紐づけられている．

このように，関係（への言及）そのものをリソースとし，

そこに関与する人物や組織への言及を表すリソースへと紐

づけることによって，関係そのものに対して時間情報や種

別などの情報を記述できるようになると同時に，特定の関

係というコンテキストの中で言及される人物や場所に対

しても，そのコンテキストに付随する情報を記述できるよ

うになる．たとえば図 1 において fpo:PersonReference

は，fpo:hasRoleによって fpo:Roleを参照しているが，

これによって，特定の関係において有した役割によって人

物が参照可能になったことを意味する．

関係そのものをリソースとして記述し，その中で果たし

た役割を軸に人物や組織を表現することのできるモデル

は，FPOのほかにも存在する．たとえば，バイオグラフィ

記述のためのモデルである Bio CRM [17]では，「ジョン・

F・ケネディの婚姻関係」という関係を図 2 のように記述

する．

図 2 左端の jfk marriageが，「jfkの婚姻関係」を表す

リソースである．このリソースが「婚姻関係」を表すことは

rdf:typeによって示され，その関与者として夫ジョン・ケ

ネディ（john kennedy in role Spouse）と妻ジャクリー

ン・ケネディ・オナシス（jacqueline kennedy onassis
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図 2 Bio CRM によるケネディの婚姻関係の記述

Fig. 2 Description of Kennedy’s marriage by Bio CRM.

in role Spouse）が記述される．

ここで，両者の役割を表現するために，「特定の役割を持

つ者としての人物」を 1つのリソースとして記述する必要

が生じている．このように，関係に関与した人物と，その

人物が有した役割が不可分であるモデルでは，1人の人物

が同一の関係において複数の役割を有していたり，役割に

ついての解釈が分かれたりしてるなどの要因で複数の役割

を記述しておきたい場合には，その役割ごとに異なる人物

のリソースを記述することになり，データが複雑化する恐

れがある．また，一次史料においては，関係の中で人物や

組織が果たした役割がつねに明示的に記されているわけで

はないため，場合によっては役割情報を付与することが困

難である．さらには，一次史料中での人物名の表記など，

役割以外の情報を記述する際にも問題が生じる．

これに対して，先に述べた FPOでは，Factoidと Refer-

enceを用いて，まず特定の関係における人物や事物への言

及そのものをリソースとして記述し，そのうえで，必要に

応じて役割などの付随情報を与えて参照可能にしているた

め，複数の役割が存在する場合，あるいは役割が不明であ

る場合も同一のモデルで対応することができる．また，役

割以外の史料記述に関わる情報を付与することもできる．

この点で，FPOは一次史料の構造化モデルとしてより適

しており，本研究ではこの FPOを基にしてモデル拡張を

行う．

だが，FPOにも依然として課題はある．それは，1章で

も述べた時間的コンテキストの記述に関わる問題である．

FPOにおける時間記述は，他の既存モデルと同様，Fac-

toidに時間情報を属性として付与するという方法をとる．

すなわち，ある出来事や関係が生じ，存在した時間点ある

いは期間を，年月日や時分などの数値表現による絶対的時

間情報をもって記述するということである．しかし，歴史

叙述史料においてはつねにそのような時間情報が与えられ

るとは限らず，とくに古代史史料においては顕著である．

もちろん，正確な時間情報が明らかでないとしても，可能

期間 [18]を記述するという選択肢はあるが，そうした期間

が年単位でしか確定できない場合も多い．

一方で，複数の出来事の順序については，多くの場合，

史料中に記述されている．時間的コンテキストを考えるに

あたっては，これらの出来事の順序を保持することが重要

であるが，これは絶対的時間情報のみによっては表現しき

れない．そこで，出来事の順序という情報を有効に活用す

ることで，時間的コンテキストの記述を試みたい．そのた

めに本研究では，出来事の順序といった情報も表現可能な

形で FPOを拡張し*6，時間的コンテキストを表現可能な

新たなモデルを検討，提案する*7．

4. FPOの拡張モデル

本研究で提案する FPOの拡張は，以下の 3点からなる．

1© 出来事の時系列に基づく相対的時間情報の表現

2© 相対的時間情報に基づく EntityInContext定義

3© EntityInContextを含む関係記述の導入

本研究の意義の多くは 2©，3©によることになるが，その
前提として 1©の相対的時間情報の表現があるので，まず
は 1©について述べる．

4.1 出来事の時系列に基づく相対的時間情報表現

絶対的時間情報に依拠することなく時間的コンテキスト

を表現可能な記述モデルを考えるならば，それに代わる時

間的参照点を設定しなければならない．歴史史料における

有用な参照点となりうるのは，史料中で言及される歴史的

事象とその継起であろう．

歴史叙述である以上，事象の継起は何らかの形で記述さ

れるものであるし，そもそも，何かを「物語る」という行為

が，諸事象を一定の時間的コンテキストの内に配置するこ

とによって成り立つ以上，歴史叙述においてはこうした事

象継起の記述が絶対的な時間情報と同等の重要性を持つ．

それゆえ提案モデルにおいては，こうした事象継起，よ

り正確には史料中に言及される出来事の時系列を記述す

ることで時間情報を表現する．すなわち，個々の出来事を

表すリソース間を，時間的コンテキストを表現するプロパ

ティによって関係づけるということである．具体的には，

図 3 のようになる．

図 3では，mentionedAsPrecedentプロパティによって，

主語である KeyEventAが，目的語である KeyEventBに先

立って生じたと史料に記述されていることが示される．ま

た，mentionedAsSubsequentプロパティによって，主語の

KeyEvent Cが，目的語のKeyEvent Aに続いて生じたと記述

されている．2つのリソースが mentionedAsPrecedentで

結ばれていれば，当然，逆向きに mentionedAsSubsequent

も成立することになるため，これらのプロパティは

owl:inverseOfによって制約されることになる．

*6 https://github.com/johnBradley501/FPO/raw/master/
fpo.owl

*7 https://github.com/junjun7613/roman factoid/releases/
download/1.2.0/roman factoid.owl
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図 3 出来事の時系列記述

Fig. 3 Description of event sequence.

このような出来事の前後関係表現そのものは，CIDOC

CRMなどの既存モデルによっても提供されており*8，新

規性を有するものではない．だが，FPOをはじめとするバ

イオグラフィ・プロソポグラフィを扱う既存モデルにおい

ては，こうした時系列記述は採用されておらず，ただ個々

の出来事に絶対的時間情報を付与するのみであった．

これにより，個々の出来事に関する時間情報が曖昧な場

合や不明な場合にも，史料中で言及される時系列に基づく

相対的な時間情報表現が可能となる．

4.2 EntityInContextの定義

史料中で言及される人物や事物は，つねに一定のコンテ

キストの中でとらえられる必要がある．たとえば，2人の

人物が交渉を行ったという記述が史料中に存在する場合，

それぞれの人物が当該時期にどこに滞在していたのか，誰

と一緒にいたのか，あるいは，どのような組織に所属し，

どのような地位を有していたのかといったコンテキスト情

報を考慮する必要がある．それによってはじめて，両者が

行った交渉の意義を何らかの意味連関の内に置き，歴史的

解釈を施すことが可能になる．

このような時間的コンテキスト情報をふまえた関係記

述を可能とするために導入するのが，特定のコンテキス

トにおける事物を表す EntityInContext である．Entity-

InContext はサブクラスとして，特定のコンテキストに

おける「人物」を表す PersonInContext，「場所」を表す

LocationInContextを持つ．PersonInContextはサブクラ

スとして GroupInContextを，さらにそのサブクラスとし

て InstitutionInContextを持つ．このようなクラス階層は，

FPOにおける fpo:Person，fpo:Group，fpo:Institutionの

階層に対応するものである．加えて提案モデルでは，史料

中に現れる都市共同体や部族共同体を表す Communityク

ラスを導入し，fpo:Groupのサブクラスとして定義したう

えで，それに対応するCommunityInContextクラスを定義

している．EntityInContextおよびそのサブクラスのイン

スタンスは，contextualAspectOfプロパティによって，没

コンテキストな事物を表す fpo:Personや fpo:Locationク

*8 http://www.cidoc-crm.org/Entity/e5-event/version-7.1.1

図 4 EntityInContext の記述

Fig. 4 Description of EntityInContext.

ラスのインスタンスを参照する．

EntityInContextは，上述の人物や場所，共同体など異な

る要素を包括する上位概念であるため，それぞれを概念的

に区別して表現することはできない．それゆえ，それぞれ

の要素についてのサブクラスを定義した．確かに，たとえ

ば人物についての EntityInContextインスタンスを記述し

たい場合に，PersonInContextというサブクラスを定義し

なくても，EntityInContextと fpo:Personの双方のインス

タンスとして記述したり，fpo:PersonReferenceにリンクさ

せたりすることで，そのインスタンスが人物に関するもの

であることを示すことは可能である．しかし，前者につい

ては，既存の FPOにおいて，コンテキストを持たない人物

を表す fpo:Personのインスタンスと，時間的コンテキスト

を持つ事物を表すために定義した EntityInContextのイン

スタンスが同一視されないようにするため，別々のクラスと

して定義した．後者についても，リンク先の fpo:Reference

のサブクラスによって間接的にのみ EntityInContextイン

スタンスの種別を特定しうる状況は好ましくない．それゆ

え，EntityInContextのサブクラスとして，一定のコンテ

キストにおける人物や場所といった概念を定義した．

また，EntityInContextのサブクラスを定義することで，

それぞれに特有のコンテキスト情報を記述可能になる．た

とえば，人物であれば所在地や地位，称号などが問題とな

る一方，場所であれば領域などの地理情報が問題となるだ

ろうが，人物に固有の情報は PersonInContextに，場所に

固有の情報は LocationInContextに記述するよう定義する

ことが可能になる．

EntityInContextのインスタンスは，前節で説明した出来

事の時系列記述に基づいて記述される．具体的には，図 4

のようになる．

たとえば，出来事 A から出来事 B の期間という特

定の時間的コンテキストにおける人物 X をリソース

として記述したいとすれば，PersonInContext クラス

のリソースとして PersonInContext X 1 を記述する．

この PersonInContext X 1 は eventSince プロパティ
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および eventUntil プロパティを用いて KeyEvent A と

KeyEvent B に紐づけられる．また，PersonInContext は

「普遍的なリソース」としての Personの一側面であると見

なしうるので，PersonInContext X 1は Person Xを参照

する．同様に，KeyEvent Cに関連するコンテキストを有

する同一人物 Xについて，PersonInContext X 2を記述

することもできる．

このように，出来事を軸として事物の状態の時間的変遷

を記述するモデルは，これまでにも他分野においていくつ

か提案されており [19], [20]，提案モデルにおいても同様の

アプローチを用いている．

このように記述される EntityInContextのインスタンス

は，時間的コンテキスト情報を表現するものであるとと

もに，史料に対するデータ作成者の解釈を表すものでも

ある．fpo:Referenceは人物などについての史料記述その

ものから得られる一方，EntityInContextの記述に際して

は，データ作成者は史料中で言及される人物や場所，共同

体がどのような時間的コンテキストの中でとらえられるの

かを解釈し，その結果を 1つのリソースとして記述する．

既存モデルは，Factoidにも示されるように，史料に記さ

れた「事実」の集積を主としてきたが，本研究が提案する

EntityInContextという概念は，解釈の記述を扱うことで，

歴史分析に有用な時間的コンテキスト情報の表現手法を提

供するものである．

4.3 EntityInContextを含む社会関係記述

前節における EntityInContextの導入は，史料中で言及

される個々の人物や事物が有する時間的コンテキスト表現

を可能にした．これをふまえて本節では，人物や事物の相

互作用として現れる社会関係に対しても，時間的コンテキ

ストを与えることを考える．社会関係に対して時間的コン

テキスト情報を付与することの利点は交友関係や同盟など，

不変ではなく時間によって変化する可能性のある関係，あ

るいは人物や事物が特定のコンテキストにおいて有した関

係を表現できる点にある．

従来のモデルを用いてこうした関係を表現する際には，

絶対的時間情報に基づいて記述される期間を関係に対して

付与することになるが，すでに述べたように，絶対的時間

情報は史料に記載されていない場合が多い．また，交友関

係などの持続的な関係のほか，面会や対話などの一回的な

社会関係についても，絶対的時間情報が明らかであること

は少ない．

こうした問題を解決し，社会関係への時間的コンテキス

ト付与を実現するために提案モデルでは，従来，コンテ

キストを持たない「普遍的なリソース」を参照していた

Reference リソースに，新たに定義した EntityInContext

を参照させる．これを図示すれば，図 5 のようになる．

左端の Factoid Aは，史料中での人物 Xおよび Yへの

図 5 EntityInContext を用いた社会関係の記述

Fig. 5 Description of social relationship with EntityInContext.

言及を表す PersonReference X，PersonReference Yを

参照している．FPOでは，両者は直接的に Person Xおよ

び Person Yを参照していた．しかし，それらはいずれも

時間情報を含まないため，Factoid A自体に時間情報が記

述されていない場合には，時間的コンテキストの表現は不

可能であった．

それに対し提案モデルでは，PersonReference X，

PersonReference Yをそれぞれ，PersonInContext X 1，

PersonInContext Y 1 に紐づけることで，PersonInCon-

textリソースが有する，出来事の時系列に基づく時間的コ

ンテキストを Factoid Aに対して間接的に与えることが可

能になる．たとえば，PersonInContext X 1というリソー

スは KeyEvent Aから KeyEvent Bの期間をもって定義さ

れているため，Factoid Aが持つ時間的コンテキストも同

様の期間を指すと解釈することができる．

また，PersonInContext Y 1に対して，この時期におけ

る滞在地の情報を Location Rとして記述するなど，Per-

sonInContextリソースが特定の時間的コンテキストにお

ける人物の状態を表現しうることは，前節で示したとおり

である．こうした記述によって，Location Rに滞在して

いた時期の人物 Yが有した関係を抽出するといった，時間

的コンテキストに基づく検索も可能になる．

なお，このような記述モデルは，従来のような絶対的時

間情報記述と排他的な関係にあるわけではない．Factoid

に対して従来の方法に基づいて時間情報を付与することも

当然可能である．

5. 一次史料に基づくデータ作成

5.1 『ガリア戦記』『内乱記』について

本研究では，提案モデルを用いて，カエサル著『ガリア

戦記』『内乱記』を知識グラフとして記述した．『ガリア戦

記』は全 8 巻からなり，紀元前 58年から同 51 年にかけ

てガリアを中心として行われたカエサルの軍事活動を，1

年につき 1巻を費やして編年体で記述した著作である．な

お，第 8巻のみはカエサルではなく，同時代人ヒルティウ

スの筆になる．一方の『内乱記』はガリア戦争に続くカエ

サルとポンペイウス間の内戦の顛末を記述している．
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すでに述べたように，いずれの著作も時間情報について

は曖昧な記述が多い．その一方で，編年体記述ゆえに，出

来事の時系列については比較的明確に記されており，この

点で，本研究が提案する拡張モデルを用いた構造化手法に

適している．

実際のデータ作成では，まず史料中から出来事や社会関

係について言及している箇所を抽出し，人物や事物につい

ての情報をCSV形式で入力したうえで，プログラムを用い

て Turtle形式の RDFデータに変換するという手順をとっ

た．史料から抽出される関係記述は膨大なため，そのすべ

てを取り上げることはできないが，以下に史料からいくつ

かの具体的な記述を引用し，そのデータ記述例を示す．

5.2 第 2次ブリタンニア遠征時の社会関係記述

本節では，『ガリア戦記』から 2つの社会関係記述を取

り上げる．いずれも，カエサルによる第 2次ブリタンニア

遠征中の関係に言及する記述である*9．

『ガリア戦記』5巻 10章 2節

…クイントゥス・アトリウスのもとから騎兵

がカエサルのもとへ着いた．その報告による

と，前夜，大嵐が起こり，ほぼ全艦船が被害

を受け，海岸に打ち上げられたという．…

『ガリア戦記』5巻 11章 4節

また，ラビエヌスに書簡を送り，彼の指揮下

の軍団兵を使って可能なかぎり数多くの艦船

を建造させるようにした．

両者はいずれも，カエサルとその配下の人物との間のや

りとりに言及するものである．1件目からは，カエサルと

ともにブリタンニアにわたった副官アトリウスからカエ

サルへの報告（report）という関性を，2件目からは，大

陸に残っていた副官ラビエヌスに対するカエサルの命令

（command）という関係を見て取ることができる．

カエサルの第 2次ブリタンニア遠征は，紀元前 54年の

7月から 9月初めごろにかけてなされたと考えられている

が，その正確な日付や個別の関係が生じた日付については

明らかでない．それゆえ FPOをはじめとする従来のモデ

ルにおいては，関係を表すリソースに対して，紀元前 54年

7月～紀元前 54年 9月といった可能期間を付与すること

になるであろうが，これでは第 2次ブリタンニア遠征の正

確な期間を表現することはできない．なぜなら，紀元前 54

年 7月には遠征前の期間が，紀元前 54年 9月には遠征後

の期間が含まれうるからである．こうした問題は畢竟，絶

対的時間情報が不明であることに起因するが，今回の提案

*9 邦訳については，文献 [2], [3] の高橋訳を用いた．

図 6 カエサルが有した社会関係データ記述例

Fig. 6 Example data for Caesar’s social relationships.

モデルを用いることで，絶対的時間情報は依然として不明

ながらも，第 2次ブリタンニア遠征という時間的コンテキ

ストの表現は可能になる．

また，2件目のカエサルとラビエヌスの関係についてみ

れば，両者は当時，異なる場所に滞在していた．このよう

な地理的コンテキストについても，従来のように関係を表

す Factoidリソース自体に情報を付与していくモデルでは

十分に表現することができない．というのも，両者が異な

る場所に滞在していた以上，関係そのものに特定の地理情

報を付与することは不可能だからである．だがこのような

問題も，両者それぞれの時間的コンテキストを表すリソー

スを記述し，そのリソースに地理情報を付与することで対

処可能である．

図 6 は，提案モデルに沿ってデータ化された上記 2つの

社会関係を示している．なお今回は，プロパティ表記は省

略した．

図 6 の左端には，史料から抽出された 2つの社会関係

を表す Factoidリソース（黄）が記述されている．このリ

ソースは，まず社会関係中に含まれる 3人の人物について

の計 4つの言及を表す PersonReferenceリソース（青）を

参照するが，このリソースは「普遍的なリソース」としての

Person（橙）を参照する．ここでは，カエサル（Pers 6），

アトリウス（Pers 41）とラビエヌス（Pers 10）である．

提案モデルではこれに加えて，PersonInContextリソー

ス（緑）を記述し，PersonReferenceから参照させる．た

とえば，「カエサルのブリタンニアへの出航（Ev 47）」から

「カエサルのガリアへの帰港（Ev 48）」の期間におけるカ

エサルを表す PersonInContextリソースは，Pers 6 47 48

と記述した．これにより，絶対的時間情報が明らかでなく

ても，第 2次ブリタンニア遠征時の各人物という時間的コ

ンテキストは正確に表現されている．

また個々の PersonInContextリソースには，付加情報と

して滞在地を示すリソース（紫）などを付与することが

できる．ここでは，カエサル（Pers 6 47 48）とアトリウ

ス（Pers 41 47 48）を表す 2つのリソースはブリタンニア

（wikidata:Q185103）を，ラビエヌス（Pers 10 47 48）を

表すリソースはガリア（wikidata:Q38060）を目的語とし
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て有している．ブリタンニアやガリアといった地理リソー

スについて，今回はウィキデータを参照したが，より古代

史に特化した形での記述を求めるならば，Pleiades*10のよ

うな歴史地理典拠データを参照することも可能である．

ここまで，カエサルとラビエヌスについての PersonIn-

Contextリソースを例に，滞在地というコンテキスト情報

の記述を扱ったが，当然，コンテキスト情報は滞在地に限

られるものではない．人物であれば，当時の地位や特定の

集団への所属，共同体であれば構成員数や名称などが，時

間によって変化しうるコンテキスト情報である．こうした

情報も滞在地で示したのと同じように，EntityInContext,

あるいはそのサブクラスのインスタンスに記述することに

なる．その際には，滞在地の事例のように外部データを用

いてもよいし，適当な外部データが存在しなければ，独自

に語彙を定義して記述してもよい．

史料中には今回取り上げた 2例のほかにも様々な種類の

社会関係が記述されている．それらについても Factoidを

中心として，出来事の時系列に基づく EntityInContextに

紐づける形で時間的コンテキストを表現する点に変わりは

なく，基本的には本節で述べた記述手法を適用すればよい．

5.3 データ全体の概要

史料内容の具体的な記述手法は上述のとおりであるが，

最後に，現時点でのデータ全体の概要を示しておく．まず

現時点でデータ作成が完了しているのは，『ガリア戦記』全

巻（1～8巻）および『内乱記』の 1巻 26節までである．

データ作成にあたってはまず，Community，EntityIn-

Context，Reference，Event，Factoid，Group，Institution，

Person，Roleのそれぞれの項目について CSVファイルを

作成した．そのうえで史料の精読を通して出来事や関係に

ついての記述を抽出して Factoidを作り，その中に人物や

集団，組織が言及されていれば，普遍的なリソースとして

の Personや Group，Institution，Communityのインスタ

ンスを作成し，Referenceを通じて Factoidにリンクする．

この際，人物や集団が何らかの役割を有していたと考えら

れる場合には，Referenceのインスタンスに対して，Role

のインスタンスを紐づける．また，重要なイベントがあれ

ば，それを Event のインスタンスとして記述し，そこか

ら EntityInContextのインスタンスを作って，先に記述し

た Referenceのインスタンスから参照させる．このように

諸々のインスタンスを CSVとして記述したうえで，これ

を Turtleデータに自動変換する．

作成した Turtleファイルを Dydraにアップロードした

ところ，総トリプル数は 7,721となった*11．リソース数は，

Factoidが 356，Personが 110，Groupが 6，Institutionが

1，Communityが 100，PersonReferenceが 600，GroupRef-

*10 https://pleiades.stoa.org/
*11 https://dydra.com/junjun7613/roman

erenceが 5，CommunityReferenceが 223，PersonInCon-

textが 248，GroupInContextが 4，CommunityInContext

が 167，Eventが 60，Roleが 39の，計 1,919である．作

成した Turtle形式のデータは，ウェブサイト上で公開して

いる*12．

6. データの検索と分析

作成したデータが実際にどのように歴史分析に活用可能

であるのかについて，以下ではいくつかの事例を示しつつ，

その有用性を示す．1章で述べたように，本研究では社会

関係の記述を中心にデータを作成したため，以下で示す事

例も基本的には社会ネットワークの抽出・可視化およびそ

の分析となる．

6.1 時間的コンテキストをふまえた SPARQL検索

作成したデータは，RDF のためのクエリ言語である

SPARQLを用いて検索する．以下では，実際に作成デー

タを歴史研究に活用する際に用いられる可能性のある検索

条件をいくつか取り上げ，有効にデータを取得できること

を示す．

まず検証すべき検索条件は，特定の期間を指定し，その

間の社会関係を抽出するというものであろう．歴史研究に

おいてはつねに一定の時間的コンテキストのうちで事象を

とらえる必要があり，その意味で，時間的な幅を考慮した

検索可能性は不可欠である．そして，その際に問題となる

期間は，往々にして絶対的時間情報ではなく，何らかの出

来事や事象との関連で設定される．そうした，出来事や事

象を軸とした検索は，以下のようなクエリによって実現で

きる．

PREFIX fpo: <https://github.com/johnBradley501/

FPO/raw/master/fpo.owl#>.

PREFIX roman: <https://junjun7613.github.io/

roman factoid/roman factoid.owl#>.

SELECT DISTINCT ?relationship ?content

?name of entity ?role WHERE {
<Ev 47> roman:mentionedAsPrecedent* ?event.

?event roman:mentionedAsPrecedent* <Ev 48>.

?entityInContext (roman:eventSince | roman:eventUntil)

?event.

FILTER NOT EXISTS {
?entityInContext roman:eventUntil <Ev 47>}

FILTER NOT EXISTS {
?entityInContext roman:eventSince <Ev 48>}

?entityReference roman:referencesEntityInContextex

*12 https://github.com/junjun7613/roman factoid/releases/
latest
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?entityInContext.

?relationship fpo:hasReference ?entityReference.

?relationship roman:hasContent ?content.

?relationship fpo:hasReference ?reference.

?reference fpo:hasRole/roman:roleName ?role.

?reference roman:referencesEntity ?entity.

?entity roman:name ?name of entity.

}

このクエリは，前章で扱ったカエサルによる第 2次ブリ

タンニア遠征という時間的コンテキストにおいて言及され

る社会関係，その内容，関連する人物・共同体，その役割

を抽出するものである．冒頭において，始点となる出来事

（Ev 47）と終点となる出来事（Ev 48）を与え，その間に存在

するすべての出来事を，プロパティパスを用いて取得したう

えで，それらの出来事に紐づけられた EntityInContextリ

ソースを抽出している．この際に FILTER NOT EXISTS

を用いているのは，Ev 47 を終点とする期間や Ev 48 を

始点とする期間を除外し，Ev 47 と Ev 48 の間に「含ま

れる」EntityInContextリソースのみを抽出するためであ

る．次に，抽出された EntityInContextリソースを参照す

る fpo:Referenceリソースを検索し，それが言及される社

会関係記述へと遡っている．

先に述べたように，第 2次ブリタンニア遠征中の個々の

社会関係そのものに精確な時間情報を与えることは不可能

であるが，このようなクエリ検索を行うことで，少なくと

も第 2次ブリタンニア遠征という時間的コンテキストにお

いてはそれらの関係を抽出することが可能になる．上記ク

エリによる検索結果は表 1 である．

表 1 をみると，抽出した社会関係のうちには，カエサル

自身を含むものもあれば，含まないものもあることが分か

る．このように，作成データを用いれば，カエサルの行動

に基づく時間的コンテキストを活用しつつ，多様な社会関

係を検索することができる．さらに，クエリを書き換えれ

ば，カエサル自身を含まない周辺的な社会関係網を抽出す

るといった複雑な検索を行うことも可能である．また，検

索において設定する期間は，クエリ冒頭の始点・終点を書

表 1 上記のクエリ検索結果（一部抜粋）

Table 1 Results of the query above.

き換えることにより容易に変更することができる．

次に，出来事ではなく人物や共同体といった行為主体，

とくに特定の時間的コンテキストにおける行為主体を軸に

検索を行いたい場合もあるだろう．たとえば，「ガリアを離

れ，ブリタンニアに滞在していた時期のカエサルが有した

社会関係」を抽出するといった検索である．この場合にも，

絶対的時間情報による検索は不可能であるが，提案モデル

において定義した EntityInContextを用いれば検索は可能

になる．上記の検索を行うためのクエリが以下である．

PREFIX fpo: <https://github.com/johnBradley501/

FPO/raw/master/fpo.owl#>.

PREFIX roman: <https://junjun7613.github.io/

roman factoid/roman factoid.owl#>.

SELECT DISTINCT ?relationship ?name of entity

WHERE {
?entityInContext roman:contextualAspectOf <Pers 6>;

roman:hasLocation <wikidata: Q185103>.

?entityReference roman:referencesEntityInContext

?entityInContext.

?relationship fpo:hasReference ?entityReference.

?relationship fpo:hasReference / roman:referencesEntity

?entity.

?entity roman:name ?name of entity.

}

後半部の構造は，先述のクエリとまったく同一である．

異なるのは前半部で，「普遍的なリソース」としてのカエ

サル（Pers 6）を参照し，滞在地情報としてブリタンニア

（wikidata:Q185103）を持つ EntityInContextリソースを

まず検索している．このリソースはすなわち，「ブリタン

ニアに滞在していた」というコンテキスト情報を持つカエ

サルを表すものである．あとは，先のクエリ同様，関係を

表すリソースへと遡って検索を行う．

6.2 社会ネットワーク分析への応用可能性

前節のクエリ検索によって抽出された社会関係データ

は，実際の歴史研究に活用される必要がある．そのような

活用例の 1つとして，以下では社会ネットワーク分析への

応用を取り上げる．

図 7 は，第 1次ブリタンニア遠征開始から第 2次遠征開

始に至る時期の社会ネットワーク（左）と，前節表 1 に出

力した第 2次ブリタンニア遠征時の社会ネットワーク（右）

を並置したものである．中央の黄色いノードはカエサルを

表しているが，彼を巡るネットワークが，そのアクタ数を

含めて大きく異なる様子が見て取れる．このように，異な

る時間的コンテキストにおける社会ネットワークであって
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図 7 異なる時間的コンテキストにおける社会ネットワーク

Fig. 7 Social networks in different temporal contexts.

も，クエリ中のリソース指定をわずかに書き換えるのみで

抽出することができる．

SPARQLの出力データにおいて，行為主体間の関係は

述語によって直接的には表現されておらず，関係そのもの

を表すリソースを介して間接的に表現されているため，図

のような社会ネットワークを描写するためには検索結果を

加工する必要がある．今回は，Pythonのライブラリであ

る SPARQLWrapperを用いて検索結果を JSON形式で取

得したうえで，社会ネットワーク描写に適するようにデー

タを整形し，NetworkXを用いて可視化・分析を行った．

本稿の目的はあくまで提案モデルと，それに基づいて作

成したデータの妥当性を示すことにあるので，ネットワー

ク分析の詳細には踏み込まない——それゆえ，図 7 にもラ

ベルを付していない——が，図のようなネットワークデー

タを抽出しえた以上，ネットワーク理論に基づき，時間的

コンテキストや社会関係の内容・範囲を柔軟に変化させつ

つ分析を行うことが可能である．

7. 考察

7.1 手法論的な意義

本研究が一次史料において言及される具体的な行為まで

を含む社会関係を知識グラフとして記述し，共通規格に

則って共有・検索が可能なデータを構築したことは，手法

論的に大きな意義を持つ．前章で示したデータ検索および

分析事例からも明らかなように，RDFとして史料内容を記

述することで，SPARQLによる柔軟な検索が可能になり，

様々なパラメータを操作しての探索的分析が容易になった．

そしてこの探索的分析可能性の範囲は，従来の歴史研究

における社会ネットワーク分析の活用において大きな課題

でもあった時間的コンテキストの表現にまで及ぶものであ

り，提案モデルを用いれば，絶対的時間情報に依拠するこ

となく，随意に時間的コンテキストを指定しつつ，ネット

ワークの時間的変遷を抽出することができる．今回はブリ

タンニアに滞在していた時期のカエサルを例にあげたが，

同様にガリアやイタリアに滞在していた時期のカエサル，

あるいは他の何らかの時間的コンテキストにおけるカエサ

ルが有した社会関係を抽出し，それぞれのコンテキストに

おける社会ネットワークの特徴や変化を分析することも容

易である．

こうした，柔軟なコンテキスト情報に基づく検索可能性を

備えたデータは，往々にして曖昧な時間情報を含む歴史一次

史料，とくに前近代史料の分析において非常に有用である．

7.2 課題

本研究が手法論的に大きな意義を持つことは上述のと

おりであるが，課題もある．確かに，データに基づく探索

的社会ネットワーク検索は可能になったが，現時点では，

データの量と範囲の限界ゆえに，史料精読によって読み取

ることのできる社会ネットワークを再抽出するにとどまっ

ており，大規模データ分析に基づく新たな知見の発見とい

う段階には至っていない．

こうした問題を解決し，歴史学における新たな知識の発

見を促すようなデータを構築するためには，やはりデータ

量（＝知識量）の拡充が必要であろう．これは，第 1には

その範囲を複数の史料へと広げ，広範な知識連関を構築す

ること，第 2には，社会関係の記述だけでなく，それに関

連する数量情報や地理情報，あるいは物体や周辺環境に関

する情報などを包括的に記述するモデルを設計することを

意味する．

第 1の点については，本研究でも『ガリア戦記』と『内

乱記』という連続する時期を扱う 2つの史料を対象として

おり，非常に限定的ではあるものの，史料横断的な Entity-

InContextの定義や社会関係の記述が可能となった．今後

は，こうした史料横断的な知識グラフ化をさらに広範に進

めていくことになる．

第 2の点については現在，小説の内容記述のために設計

されたオントロジ [21]を参考にしたモデル拡張を進めてい

る．このオントロジは小説を対象とするがゆえに，社会関

係に限定されない複雑な内容を柔軟に記述するモデルを提

供している．一方で，FPOにおける Factoidや Reference,

および本稿で導入した EntityInContextのような概念は定

義されていないため，一次史料との対応関係，コンテキス

ト情報を十分に表現できない．この点で，歴史一次史料記

述には不十分である．それゆえ，本稿で提案したモデルを

基礎に，小説記述モデルが有する広範な内容記述可能性を

取り入れていく．

また，こうしたデータ量の拡充を実現するためには，複

数史料間で重複する記述の表現，研究者間で異なる解釈の

表現といった問題についても考慮する必要があり，今後，

それらの点についての検討を進めていく．

8. おわりに

1章で述べたように，本研究の最終的な目的は，歴史研

究における史料解釈の段階にまで貢献しうるデータを構築

することである．そのためには，史料中に現れる人物や事

物の関係はもちろん，時間をはじめとする様々なコンテキ

スト情報も知識として記述しなければならない．

本稿は，具体的な対象としては人物や共同体の社会関係
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を知識グラフとして記述するにとどまったが，時間的コン

テキストの中で物事を記述するという，歴史史料を構造化

するためのモデルの骨子ともいえる部分を設計することが

できた．以後は，モデルのさらなる改良とデータの拡充を

着実に進め，歴史研究に資するデータの構築を実現したい．
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